
 

  

今
年
は
第

11

回
目
を
迎
え
ま
し
た
「
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
善
光
寺
よ
さ
こ
い
」
は
５
月
４
日
日
曜
日

に
過
去
最
多

25

チ
ー
ム
の
参
加
と
、
４
９
５
人

の
参
加
人
数
で
た
い
へ
ん
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

25

チ
ー
ム
の
内
長
野
県
内
か
ら
は

11

チ
ー
ム
、
遠
く
は
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
北
は
新

潟
、
石
川
、
富
山
な
ど
か
ら

14

チ
ー
ム
の
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
末
広
町
で
は
長
野
駅
前
の
ス
テ
ー
ジ
を
担
当

し
ま
し
た
が
、
駅
前
ス
テ
ー
ジ
は
審
査
員
席
が
設

け
ら
れ
、
各
賞
の
審
査
が
行
わ
れ
た
た
め
、
各

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
協
力
を
惜
し
ま
な
い
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

早
速
長
野
市
長
に
対
し
、
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン

タ
ー
理
事
長
と
末
広
町
区
長
の
連
名
で
長
野
駅
前

周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
陳
情
を
行
い
、
３
月

31

日
付
け
で
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
等
の
慎
重
な
運
用
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
町
内
関
係
の
も
と
協
議
検
討
す
る
回
答
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
商
業

環
境
も
、
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
」
が
今
年

10

月
３
日
に
開
業
が
決
ま
り
建
築
工
事
が
進
ん
で
お

り
ま
す
、
ア
ゲ
イ
ン
跡
地
活
用
で
の
大
規
模
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
も
１
月
末
に
は
安
全
祈
願
祭
が
開
か

れ
、
そ
の
翌
日
に
は
当
組
合
に
直
接
関
係
し
て
い

る
中
心
市
街
地
の
「
長
野
駅
前
Ｂ―

１
地
区
市
街

地
再
開
発
」
も
基
本
設
計
の
発
表
が
あ
り
、
２
月

に
は
ト
イ
ー
ゴ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
進
捗
状
況
の
説
明
会

も
実
施
さ
れ
、
日
々
進
行
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
今
ま
で
ど
お
り
の
こ
と
を
や

る
の
で
は
な
く
、
改
善
し
た
り
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
み
お
客
様
の
目
を
当
商
店
会
に
向
け
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
今
年
度
も
行
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
末
広
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
を
今
ま
で
の
よ
う
な

12

月
～
１
月
の

実
施
で
は
な
く
、
そ
の
前
の
閑
散
期

10

月
～

11

月
に
行
い
ま
す
。 

如
是
姫
ま
つ
り
も
初
め
て
土
曜
日
に
開
催
し
、

併
せ
て
そ
の
前
後
の
期
間
で
如
是
姫
ま
つ
り
セ
ー

ル
を
行
い
ま
す
。 

初
め
て
の
取
り
組
み
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
会
員
同
士
が
知
恵
と
汗
を
出
し
、
協
力

し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

私
達
役
員
も
先
頭
に
立
ち
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

          

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
日
頃
何
か
と
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
、
本
席
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
当
組
合
の
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
「
如
是
姫
ま
つ
り
」

は
稚
児
行
列
を
復
活
さ
せ
、
長
野
駅
前
で
顕
彰
式

を
行
い
、
約
５
年
ぶ
り
に
本
来
の
姿
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

そ
し
て

12

月
に
は
各
商
店
会
に
先
駆
け
て

「
末
広
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
」
を
４
年
連

続
で
実
施
で
き
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
は
４･

５
倍
も
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
我
々
の
商
店
を

ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
と
組
合
員
の
皆

様
に
も
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

た
だ
た
い
へ
ん
残
念
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
商
品

券
を
実
施
期
間
中
の
１
月
に
わ
が
末
広
町
内
の
長

野
駅
善
光
寺
口
で
悲
惨
な
大
事
件
が
発
生
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
事
件
発
生
後
は
長
野
駅
前
か
ら
人

が
遠
の
い
て
し
ま
い
、
特
に
飲
食
店
の
予
約
キ
ャ

ン
セ
ル
が
多
数
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
が

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
の
組
合
員
の
皆
様
と
お
客

様
に
大
き
な
不
安
と
大
変
な
思
い
を
お
か
け
し
た

事
件
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
今
回
の
よ
う
に

世
界
の
ど
こ
で
も
起
こ
る
こ
と
を
認
識
し
、
安
全

に
つ
い
て
再
認
識
し
、
今
後
も
引
き
続
き
安
全
・

 

チ
ー
ム
が
踊
り
に
熱
が
入
る
の
と
、
そ
れ
に
伴
い

会
場
準
備
前
か
ら
写
真
撮
影
を
し
よ
う
と
す
る

方
々
が
場
所
取
り
で
混
み
あ
い
ま
し
た
。
そ
れ
と

共
に
駅
前
な
の
で
、
時
間
に
よ
っ
て
は
観
客
が
た

い
へ
ん
混
み
あ
い
、
整
理
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
た
い
へ
ん
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

大
賞
は
飯
田
市
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム
「
し
な
の

大
和
」
に
決
ま
り
、
夕
方
か
ら
善
光
寺
境
内
で
代

表
４
チ
ー
ム
に
よ
る
奉
納
演
舞
が
行
わ
れ
、
最
後

に
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
善
光
寺
よ
さ
こ
い
「
切
り
花
」

総
踊
り
が
行
わ
れ
盛
大
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。 
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(1) 

末
広
町
ト
ピ
ッ
ク
ス 

◎
令
和
７
年
度 

末
広
町
定
期
総
会
開
催 

開
催
日
時
＝
令
和
７
年
５
月

28

日
㈬ 

開
催
場
所
＝
宴
席 

油
や 

出 

席 

者
＝
出 

席

20

名
、
委
任
状

40

名 

５
月

28

日
、
末
広
町
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、

提
案
さ
れ
た
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
資
料
は
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
で
閲
覧

し
て
く
だ
さ
い
。 

令
和
７
年
５
月
28
日
㈬ 

◎
春
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動 

春
の
末
広
町
ご
み
ゼ
ロ
運
動
が
５
月

18

日
㈰
実

施
さ
れ
た
。 

当
日
は
、
野
村
證
券
㈱
長
野
支
店
、
八
十
二
銀
行

理
事
長
挨
拶 

協
同
組
合
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

中
島 

克
文 

本
日
は
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
第

60

期
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ

ン
タ
ー
通
常
総
会

に
ご
出
席
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご 

通
常
総
会
開
催 

開
催
場
所
＝
宴
席 

油
や 

会 

員 

数
＝

72

名 

出 

席 

者
＝
出
席

17

名 

委
任
状

40

名 

長
野
駅
前
支
店
、
長
野
駅
前
郵
便
局
の
皆
さ
ん
と
末

広
町
有
志
総
勢

35

名
が
参
加
し
末
広
町
通
り
南
北

を
中
心
に
草
取
り
、
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
た
。 

次
回
は
秋
に
実
施
予
定
な
の
で
町
内
各
位
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
た
い
。 

第６０期 



 

 

 

 

 

で
ど
お
り
安
全
・
安
心
な
街
の
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
訪
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
組
合
員
同
士
が
お
互
い
に
助

け
あ
い
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

組
合
の
団
結
と
組
織
の
強
化
に
よ
り
健
全
な

運
営
を
図
り
、
確
固
た
る
地
盤
を
再
構
築
す

る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。 

   

１
．
販
売
促
進
事
業 

⑴
国･

県･

市
の
支
援
を
受
け
、
会
員
の
た 

め
の
販
売
促
進
事
業 

⑵ 

各
種
団
体
と
協
賛 

２
．
教
育
情
報
事
業 

⑴
「
如
是
姫
だ
よ
り
」
の
継
続
発
行 

⑵
各
種
団
体
主
催
の
講
演
会･

研
修
会
へ
の 

参
加 

今
年
度
の
賃
金
ア
ッ
プ
の
方
針
は
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
影
響
は
見
え
て
く
る

か
は
不
確
実
の
状
況
で
す
。 

当
組
合
を
取
り
巻
く
商
業
環
境
も
、
「
イ
オ

ン
モ
ー
ル
須
坂
（
仮
称
）
」
が
今
年
の
秋
に
開

業
が
決
ま
り
建
築
工
事
が
終
盤
に
来
て
い
ま

す
、
ア
ゲ
イ
ン
の
後
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
決

ま
り
、
「
中
央
通
り
西
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
」
の
跡
地
活
用
等
の

他
、
当
組
合
に
直
接
関
係
し
て
い
る
中
心
市

街
地
の
「
長
野
駅
前
Ｂ―

１
地
区
市
街
地
再

開
発
」
の
都
市
計
画
決
定
さ
れ
完
成
予
定
図

が
公
表
さ
れ
日
々
進
行
し
て
お
り
ま
す
よ
う

に
大
き
な
課
題
が
山
積
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
初
春
に
長
野
駅
善
光
寺
口

で
悲
惨
な
大
事
件
が
起
き
て
し
ま
い
、
お
客

様
が
不
安
を
抱
き
駅
前
に
来
ら
れ
る
の
を
避

け
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
ま

  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
一
昨
年
か
ら
感
染
症
自
体
は
や
や
落

ち
着
き
ま
し
た
が
、
逆
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感
染
症
が
ま
ん
延
し
け
っ
し
て
安
心
で
き
る

状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
国
内
も
人

の
流
れ
が
活
発
化
し
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
人
の
流
れ
が
活
発
化
し
て
お
り
、
長
野
市

内
ま
で
観
光
で
訪
れ
る
外
国
人
の
多
さ
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

世
界
は
１
月
の
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
就
任
後
か
ら
毎
日
の
発
言
内
容
で
世

界
経
済
が
振
り
回
さ
れ
、
は
た
ま
た
紛
争
が

続
い
て
い
る
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ

ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
間
の
紛
争
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
日
本
も
円
安
の

流
れ
が
止
ま
ら
ず
物
価
も
高
騰
を
続
く
中
、

⑶
ミ
ニ
講
演
会
の
開
催 

⑷
会
員
意
見
交
換
会
の
開
催 

⑸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
発
信 

３
．
活
性
化
事
業 

⑴

10

月

11

日
㈯
「
如
是
姫
ま
つ
り
」
の 

実
施 

⑵
末
広
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の
実 

施 

⑶
閑
散
期
に
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け
る 

施
策
を
実
施 

⑷
各
種
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の 

参
加 

⑸
「
善
光
寺
口
商
店
会
」
連
携
と
活
動
の 

推
進 

４
．
健
全
経
営
基
盤
の
確
立 

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
対
策 

⑵
経
費
の
削
減 

７
．
教
育
情
報
お
よ
び
広
報
事
業 

・
会
員
意
見
交
換
会
（
７
月･

３
月
） 

・
ミ
ニ
講
演
会
（
６
回
） 

・
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
「
如
是 

姫
だ
よ
り
」
５
回
発
行 

 

８
．
定
例
理
事
会 

毎
月
１
回 

 

９
．
通
常
総
会 

第

59

期
通
常
総
会 

５
月

29

日 

出
席
者

24

名
、
委
任
状

32

名 

駐
車
台
数 

３
１
，３
２
７
台 

 

（
対
前
年 

98･

９
％
） 

駐
車
料
金 

１
３
，
２
７
５
千
円 

（
対
前
年
１
０
２･

７
％
） 

 

２
．
テ
ナ
ン
ト
事
業 

う
ら
ん
貸
付
事
業 

 

３
．
第

26

回
如
是
姫
ま
つ
り 

10

月

13

日
㈰
５
年
ぶ
り
に
稚
児
行
列
が

復
活
し
、
ク
リ
ス
タ
ル
バ
ト
ン
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
を
初
め
賑
や
か
に
始
ま
り
、
善
光
寺

御
住
職
を
御
導
師
に
招
き
長
野
駅
前
広
場
で

顕
彰
式
を
行
い
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

バ
ト
ン
演
技
、
長
野
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
会
を
実
施
し
た
。 

御
導
師 

善
光
寺
大
本
願 
鷹
司
誓
榮 

副
住
職 

善
光
寺
式
衆
、
ご
来
賓
、
末
広
町
役
員
、 

実
行
委
員 

 

４
．「
末
広
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
事
業 

会
員
支
援
と
末
広
町
商
店
街
へ
の
誘
客
を

目
的
に
「
末
広
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
」
を
実
施 

・
実
施
期
間 

令
和
６
年

12

月
１
日
～ 

令
和
７
年
１
月

31

日 

・
発
行
冊
数 

５
，０
０
０
円
券(

５
０
０
円
券×

 

10

枚
綴
）

１
，
０
０
０
冊
発
行 

・
申 

込 

者 

１
，６
５
２
名 

・
換
金
枚
数 

９
，８
８
４
枚(

換
金
率

98･

８
％) 

 

 
第

60

期
（
令
和
６
年
度
）
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
５
類
に
移
行
さ
れ
１
年
経
過
し
た

が
、
完
全
収
束
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ

ナ
期
に
は
皆
無
だ
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

大
流
行
す
る
と
い
う
思
っ
て
も
い
な
い
状
況

に
振
り
回
さ
れ
た
が
、
雇
用
や
企
業
の
生
産

活
動
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
大
幅
な
回
復
な
ど

経
済
は
前
向
き
に
動
き
だ
し
た
。
し
か
し
円

安
や
海
外
の
紛
争
等
が
影
響
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
高
騰
や
物
価
高
が
私
達
の
生
活
を
直

撃
し
、
個
人
消
費
は
厳
し
い
状
態
で
あ
っ

た
。 当

組
合
も
年
度
当
初
計
画
し
た
事
業
や
行

事
を
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
防
止
を
講
じ
つ
つ
実
施

し
た
。
如
是
姫
ま
つ
り
は
５
年
ぶ
り
に
稚
児

行
列
を
再
開
し
、
駅
広
の
顕
彰
式
と
共
に
賑

や
か
に
開
催
出
来
ま
し
た
。
４
年
続
け
て
実

施
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
」
は
長

野
市
か
ら
の
助
成
金
が
前
年
に
続
き
減
額
さ

れ
た
が
、
他
の
事
業
の
節
約
や
見
直
し
を
実

施
し
前
年
同
様
規
模
で
実
施
し
た
結
果
、
お

客
様
は
も
と
よ
り
会
員
の
皆
様
か
ら
絶
賛
さ

れ
、
長
野
駅
前
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
に
大
き

く
貢
献
し
た
。 

 

１
．
駐
車
場
事
業 

駐
車
場
収
入
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

発
症
前
ま
で
に
回
復
し
た
昨
年
度
よ
り
好
調

だ
っ
た
。 

５
．
主
な
活
性
化
事
業 

・
善
光
寺
口
商
店
会
理
事
長
会
議
（
４
回
） 

・
パ
ル
セ
イ
ロ
活
性
化
委
員
会 （

毎
月
１
回
） 

・
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
善
光
寺
よ
さ
こ
い 

・
荻
原
長
野
市
長
へ
の
陳
情
と
懇
談
会 

 

６
．
環
境
整
備
事
業 

・
ウ
ェ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
前
の
市
道(

歩
道) 

プ
ラ
ン
タ
ー
６
基
に
花
植
栽 

（
６
月･

10

月･

12

月･

３
月
） 

・
末
広
町
一
斉
清
掃
（
５
月･

10

月
） 

                   

※
総
会
資
料
は
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

ナガノ駅前センター 如是姫だより (2) ナガノ駅前センター 如是姫だより (3) 

第
60
期
事
業
報
告 

第
61
期
事
業
計
画 

令和６年度 収支決算 

● 貸借対照表 ● 

資 産 合 計 105,454,836 円 

● 損益計算書 ● 

7,841,701 円 負 債 の 部 合 計 

純資産の部 

97,613,135 円 純資産の部合計 

105,454,836 円 
負 債 及 び 
純 資 産 合 計 

22,892,648 円 

助 成 金 収 入 
 

当 期 純 利 益 

 

合  計 

14,566,151 円 駐 車 場 収 入 12,776,840 円 事 業 費 用 

4,224,000 円 テナント事業収入 11,772,497 円 販売費及一般管理費 

279,000 円 賦 課 金 収 入 

209,643 円 法 人 税 等 

3,630,000 円 

△1,866,332 円 

73,497 円 事 業 外 収 入 

22,892,648 円 合  計 

資産の部 負債の部 

流 動 資 産 

固 定 資 産 等 

10,823,648 円 

94,631,188 円 

962,921 円 

6,878,780 円 

流 動 負 債 

固 定 負 債 

事
業
計
画
の
要
点 

第 3 号議案【債務保証限度額及び借用限度額】 

・借入金額の限度額  2,000 万円 

・１組合員に対する貸付又は 1 組合員のためにする債務 

保証の金額の限度額 ――――→ 出資金の範囲内 

 

第 4 号議案 【役員報酬】 

年間 900 千円以内 

（役員 年間 850 千円以内） 

（監事 年間 50 千円以内） 

 

第 5 号議案 【賦 課 金】 

組合の健全経営の柱は、会員の会費と組合事業から成 

り立っているが、主たる収入源の駐車場経営は先行き厳 

しく、現在収入源は駐車場収入の他はテナント貸付事業 

のみですが、皆様のご協力により収支のバランスを維持 

している状況です。 

賦課金の見直しについては、平成 18 年度の総会で承 

認されましたが、金額について現在検討中です。今後更 

に検討し、会員個々に提示したいと考えている。 

◎金額が決定するまでは、今まで通りとします。 

なお、賦課金は令和７年 6 月に徴収します。 

また、徴収後退会しても返金致しません。 

 

第６号議案 【定款一部変更】 

 

 

 

 

 

 

 

第７号議案 【そ の 他】 

第６０期通常総会 提出議案（３号～７号） 

諸 事 業 収 入 120,000 円 

科  目 金  額 科  目 金  額 

科  目 金  額 科  目 金  額 

令和７年度 収支予算 

科  目 金  額 科  目 金  額 

事 業 費 用 13,116,000 円 駐 車 場 収 入 14,314,000 円 

販 売 費 及 

一 般 管 理 費 
10,378,000 円 

テ ナ ン ト 

事 業 収 入 
4,224,000 円 

法 人 税 等 209,000 円 如是姫まつり 150,000 円 

当 期 利 益 金 83,000 円 
プ レ ミ ア ム

商 品 券 収 入 
3,000,000 円 

賦 課 金 等 

収 入 
308,000 円 

  
助 成 金 事 業

収 入 
1,730,000 円 

事 業 外 収 入 60,000 円 

合 計 23,786,000 円 23,786,000 円 合 計 

変 更 後（新） 変 更 前（旧） 

（事務所の所在地） 

第４条 本組合は、事務所

を長野市大字南長野南石堂

町１２８３番地に置く。 

（事務所の所在地） 

第４条 本組合は、事務所

を長野市大字南長野末広町

１，３５６番地に置く。 


